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       令和６年度スタート！ 一年間よろしくお願いします  

                                校 長  後藤 修治 

穏やかな春の日差しとともに、新年度がスタートしました。ご入学・ご進級、誠におめで

とうございます。 

１０名の１年生を迎え、全校児童９３名で令和６年度がスタートしました。学年が一つ上

がり、どの顔も希望に満ちあふれています。子どもたちの安全・安心を第一に考え、職員一

同子どもたちの指導、支援にあたってまいります。一年間、どうぞよろしくお願いします。 

令和６年度のスタートにあたり、本日の始業式で子どもたちには次のようなお話をしまし

た。 

 

一年間のスタートにあたり、皆さんに大事にしてほしいことをお話しします。それは「オ

アシス」の心です。両津小学校は、これまでもオアシス運動と言って「オアシス」を大切に

してきました。「おはようございます」「ありがとうございます」「しつれいします」「すみま

せん」を相手にしっかり伝えられるようにしましょう。いくら言葉で言っても、気持ちがこ

もっていなければ、相手に伝わりませんよね。言葉で伝えることはもちろん、心で伝えられ

るようにしてほしいと思います。 

「オアシス」の中で、特にがんばってほしいことが二つあります。一つ目は、朝の「おは

よう」です。朝は、先生方や地域の方、お友達と気持ちのよい、元気な「おはよう（ござい

ます）」のあいさつをしましょう。朝のあいさつはみんなに元気を与えます。あいさつをす

る自分も元気が出ます。あいさつが響き合う学校、気持ちのよいあいさつができる学校をみ

んなで作っていきましょう。 

二つ目は、「ありがとう」です。「ありがとう」は、言われてうれしい代表的な言葉です。

言われるとうれしいし、またがんばろうという気持ちになります。実は、「ありがとう」の

効果は、言われる側だけでなく、言う側にもあるとされています。アメリカのある大学の研

究で、感謝を伝えると健康や幸福度にいい影響があることが示されています。つまり「あり

がとう」はみんなを幸せにする魔法の言葉なのです。いつでも、だれにでも「ありがとう」

が伝えられる温かい学校をみんなで作っていきましょう。 

 


